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第4章 3 基本的な機能を有する防波堤【施】
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（4）係留索及び係留アンカーで構成される係留系の性能照査は、次のような手順で実施することができる。まず、
係留方式、係留索の長さ等の係留系に関する諸条件を仮定して、静的・動的解析により係留索及び係留アンカー
に働く張力等を求める。次に、算定された張力等を用いて係留索及び係留アンカーの性能照査を行い、その
安定性を確認する。

（5）係留索の動的解析は、一般に浮体の動揺によって生じる変動張力及び変動変位を求めることをいい、大
きく分けて静的な係留特性を用いて解析する方法 55）と、係留索の動的応答特性を考慮して解析する方法 56）

の2つの方法に分類される。

（6）係留アンカーについては、浮桟橋に準じて、［施］第5章6 . 4 性能照査を参照するほか、文献57）を参考に
することができる。

（7）浮防波堤の浮体の構造は、全体として十分な安全性を有するとともに、十分な局部強度を有するものとする。
浮防波堤のようにその幅及び深さに比べて長さが十分に大きい構造物に対しては、図－3 . 10 . 3に示すよう
に一般に以下の点について検討することが望ましい。

縦強度　： 浮体全体を対象として、静水中または波浪作用時の断面力（縦曲げモーメント、せん断力、ねじ
れモーメント）を求める。

横強度　： 浮体全体を対象として、波浪作用時の法線直角方向の断面力（曲げモーメント、せん断力）を求
める。

局部強度：壁材、桁材等の各々の部材を対象として、生じる断面力（曲げモーメント、せん断力）を求める。

 

 

 

 

 

 

 

 

図－3.10.3 浮体構造の縦強度と横強度のイメージ 
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図－3 . 10 . 3　浮体構造の縦強度と横強度のイメージ

（8）縦強度の計算方法には、浮体の動揺を考慮しない計算方法と浮体の動揺を考慮した計算方法とがある。
浮体の動揺を考慮しない計算方法では、ミューラー（Müller）の式などがよく用いられている。一方、動揺を
考慮した計算方法としては上田の式 58）がある。文献58）には、両者の計算方法による比較が示されており、
それぞれの計算方法の適用にあたって参考にすることができる。
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